
102 愛媛の文化 101 科学論

106 現代メディア論 103 国際文化コミュニケーションA

107 性と健康 104 国際文化コミュニケーションB

108 社会学 105 国際文化コミュニケーションC

109 文学

110 哲学

111 法学

112 文化人類学

113 環境科学 114

115 初学者ゼミ 116 基礎ゼミ 117 実践と研究

118 日本語表現法 126 統計学

119 基礎科学Ａ（生物コース） 127 統計学演習※

120 基礎科学Ｂ（化学コース） 129 生命倫理

121 基礎科学Ｃ（物理コース） 133 英語Ⅱ

122 生物学 135 英会話Ⅱ

123 化学 131 コミュニケーション論

124 物理学

125 情報科学

128 生命科学

130 心理学

132 英語Ⅰ

134 英会話Ⅰ

137 スポーツＡ

138 スポーツＢ

139 スポーツＣ

136

140 医療概論 142 医療と安全 141 医療と法

143 チーム医療

144 人体の構造・機能Ⅰ 146 人体の構造・機能Ⅲ 149 生涯発達心理学 150 カウンセリング入門

145 人体の構造・機能Ⅱ 148 生命活動と代謝 151 人間工学

152 ヒトの遺伝学

154 疾病発生の機序 156 臨床病態学Ⅰ 157 臨床病態学Ⅱ 164 放射線と健康

155 感染と免疫 158 臨床病態学Ⅲ

162 食と栄養 159 臨床病態学Ⅳ

161 薬と健康

163 リハビリテーション医療

166 社会保障制度論 167 保健医療福祉行政論 165 医療と経済

170 公衆衛生学 172 疫学 168 環境保健学

173 保健統計学　　 174 保健統計学演習※

201 看護学概論 205 生活援助技術論Ⅱ 207 看護過程 202 看護倫理

203 基本援助技術論 209 基礎看護学実習Ⅱ 206 診療援助技術論

204 生活援助技術論Ⅰ

208 基礎看護学実習Ⅰ

210 成人看護対象論 211 成人急性期看護方法論 214 成人看護学急性期実習

212 成人慢性期看護方法論 215 成人看護学慢性期実習

213 終末期・緩和ケア方法論

216 老年看護対象論 217 老年看護方法論 218 老年看護学実習

220 小児保健 219 小児看護対象論 221 小児看護方法論 222 小児看護学実習

223 母性看護対象論 225 母性看護方法論Ⅱ 226 母性看護学実習

224 母性看護方法論Ⅰ

227 メンタルヘルス論 228 精神看護対象論 229 精神看護方法論 230 精神看護学実習

232 家族看護論 231 地域看護学概論 233 健康教育論 235 地域看護方法論 236 地域看護学実習

234 地域アセスメント 238 在宅看護方法論 239 在宅看護論実習

237 在宅看護対象論

240 看護アセスメントⅠ 243 災害看護学Ⅰ 241 242 看護アセスメントⅢ

245 看護管理学Ⅰ 244 災害看護学Ⅱ

246 看護管理学Ⅱ

247 看護教育学

248

249 総合実習

301 公衆衛生看護学概論 303 公衆衛生看護特論

302 公衆衛生看護方法論

304 公衆衛生看護学実習

看護研究

　選択必修科目
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看護アセスメントⅡ

看護学科カリキュラムツリー【4カリキュラム】（令和４年４月１日以降入学者適用）
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運動と健康

1　年　次 2　年　次 3　年　次 4　年　次

前期 後期前期前期 後期 前期 後期 後期

１・２年次から看護の基盤を学修

選
択
必
修
5

選
択
必
修
1

選
択
必
修
1

選
択
必
修
1

選
択
必
修
1

選
択
必
修
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成人看護学

老年看護学

小児看護学

母性看護学

精神看護学

地域・在宅看護学

看護の統合と発展

公衆衛生看護学※

教養及び豊かな人間性の涵養

入学後早期からの看護学への関心の向上

看護実践の根拠となる確かな知識修得

人間の多面的な理解

基礎看護学

基礎から応用・発展へと学修が進むような専門科目の系統的な配置

より深い専門性と看護の本質を探究する能力の修得

人間の発達段階や

健康レベル、看護を

提供する場の特性

各段階で、知識の統合、知識と体験の統合

医療職として求められる人間理解とコミュニケーション能力、課題探究力の育成

自己教育力を高めるため、大学生としての主体的な学び方や学習資源の活用方法等の獲得


